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特別記事

特
別
記
事小

川
恒
夫
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
小
川
恒
夫
君
が
博
士
論
文
と
し
て
提
出
し
た
「
政
治
報
道
に
お
け

る
『
影
響
予
測
情
報
』
の
精
緻
化
作
用
に
関
す
る
研
究
－
質
的
議

題
設
定
の
可
能
性
と
そ
の
後
続
効
果
に
着
目
し
て
ー
」
は
、
わ
が

国
の
政
治
報
道
の
今
後
の
方
向
性
に
関
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
効
果

研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
1
　
本
論
文
の
構
成

　
本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
序
章

第
－
部

　
第
1
章

　
第
2
章

第
3
章

情
報
処
理
過
程
モ
テ
ル
か
ら
み
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
効
果

　
受
け
手
の
情
報
処
理
過
程
モ
デ
ル

　
情
報
処
理
過
程
モ
デ
ル
か
ら
見
た
受
容
効
果
モ
テ
ル
の
変

　
遷

　
量
的
議
題
設
定
と
タ
イ
ム
ス
パ
ン
の
関
係
i
我
が
国
に

　
お
け
る
五
つ
の
検
証
事
例
か
ら
ー

第
4
章

　
小
　
括

第
2
部

　
第
5
章

　
第
6
章

　
第
7
章

終
　
章

　
量
的
報
道
の
評
価
面
へ
の
影
響
力
に
関
す
る
一
考
察

　－

消
費
税
改
正
を
巡
る
内
容
分
析
と
政
策
支
持
の
関
連

　
力
ら
ー

　
送
り
手
研
究
と
受
容
効
果
研
究
の
接
点

質
的
議
題
設
定
の
可
能
性
と
後
続
効
果

　
先
行
研
究
の
中
で
の
「
影
響
予
測
情
報
」
の
効
果

　
調
査
研
究
か
ら
み
た
「
影
響
予
測
情
報
」
の
影
響
度

　
第
四
〕
回
衆
議
院
総
選
挙
公
示
期
間
に
お
け
る
新
聞
報
道

　
の
内
容
分
析
ー
各
党
「
政
策
」
の
報
道
形
態
に
注
目
し

　
て
ー

　
世
論
の
層
化
現
象
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
政
治
参
加
促
進
機

　
能

　
　
2
　
本
論
文
の
要
約

　
以
下
、
各
章
ご
と
に
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
な
が
ら
本
論
文
の

内
容
を
要
約
す
る
。

　
序
章
で
は
本
論
文
の
内
容
が
鳥
轍
さ
れ
、
問
題
提
起
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
「
『
影
響
予
測
情
報
』
は
、
争
点
へ
の
関
心
を
喚
起

し
て
議
題
設
定
機
能
を
高
め
、
他
者
と
の
話
題
設
定
や
関
連
情
報
志

向
性
を
高
め
や
す
い
性
格
を
も
つ
。
つ
ま
り
、
『
影
響
予
測
情
報
』

は
、
争
点
へ
の
主
体
的
関
わ
り
を
促
進
さ
せ
、
争
点
理
解
に
持
続
性

を
与
え
や
す
い
。
こ
の
側
面
を
本
稿
で
は
、
情
報
の
も
つ
『
質
的
議
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題
設
定
』
機
能
と
、
後
続
す
る
『
精
緻
化
作
用
』
と
定
義
す
る
」
と

要
約
さ
れ
て
い
る
。

　
第
－
部
で
は
、
「
情
報
処
理
過
程
モ
デ
ル
か
ら
み
た
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
効
果
」
に
つ
い
て
、
理
論
的
か
つ
実
証
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
。
第
1
章
「
受
け
手
の
情
報
処
理
過
程
モ
デ
ル
」
で
は
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
受
け
手
の
認
知
面
に
対
す
る
効
果
と
評
価
面
に
対
す
る
効

果
を
統
一
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
受
け
手
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
情
報

を
利
用
す
る
過
程
に
つ
い
て
、
独
自
に
「
情
報
処
理
モ
デ
ル
」
を
作

成
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
化
に
際
し
お
も
に
参
考
に
し
た
先
行
研
究
は
、

動
機
形
成
過
程
に
注
目
す
る
「
利
用
と
満
足
研
究
」
と
、
認
知
過
程

に
注
目
す
る
「
予
期
研
究
」
「
帰
属
研
究
」
「
ス
キ
ー
マ
研
究
」
で
あ

る
。
こ
の
四
つ
の
概
念
を
統
合
し
て
「
情
報
処
理
過
程
」
を
、
①
簡

易
的
情
報
処
理
ル
ー
ト
、
②
他
者
依
存
的
情
報
処
理
ル
ー
ト
、
③
自

律
的
情
報
処
理
ル
ー
ト
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
。

　
但
し
、
著
者
が
本
稿
で
想
定
す
る
情
報
処
理
過
程
で
の
「
自
律
」

と
は
、
争
点
判
断
に
対
し
自
分
な
り
の
予
測
が
行
え
る
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
付
与
さ
れ
た
操
作
情
報
に
よ
り
誤
っ
た
判
断
を
行
う
可
能

性
ま
で
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
争
点
が
自
分
に
と

っ
て
有
す
る
意
味
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
維
持
さ
れ
て
い

る
点
で
、
こ
れ
は
他
の
二
つ
の
情
報
処
理
ル
ー
ト
と
明
確
に
性
格
を

異
に
し
、
こ
の
処
理
ル
ー
ト
の
継
続
は
、
情
報
操
作
へ
の
一
つ
の
抵

抗
原
理
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
他
者
依
存
的

情
報
処
理
」
や
「
簡
易
的
情
報
処
理
」
の
過
剰
な
作
動
は
争
点
判
断

へ
の
短
絡
的
な
反
応
を
形
成
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
持
つ
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
が
、
「
自
律
的
情
報
処
理
過
程
」
と
異
な
る
点
で
あ

る
。　

第
2
章
「
情
報
処
理
過
程
モ
デ
ル
か
ら
見
た
受
容
効
果
モ
デ
ル
の

変
遷
」
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
効
果
研

究
の
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
代
表
的
な
モ
デ
ル
を
時
系
列
的
に
整
理

し
、
認
知
か
ら
評
価
面
に
及
ぶ
各
モ
デ
ル
が
、
本
稿
第
1
章
の
「
情

報
処
理
過
程
」
モ
デ
ル
で
提
示
さ
れ
た
三
つ
の
ル
ー
ト
と
ど
の
よ
う

な
関
連
に
あ
る
か
を
整
理
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

従
来
の
効
果
研
究
が
①
簡
易
的
情
報
処
理
ル
ー
ト
か
、
②
他
者
依
存

的
情
報
処
理
ル
ー
ト
、
に
分
類
さ
れ
、
③
自
律
的
情
報
処
理
ル
ー
ト

に
関
す
る
効
果
研
究
が
少
な
い
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
第
3
章
「
量
的
議
題
設
定
と
タ
イ
ム
ス
パ
ン
の
関
係
」
で
は
、
情

報
処
理
過
程
の
入
り
口
で
、
争
点
認
知
が
形
成
さ
れ
る
議
題
設
定
過

程
に
注
目
し
て
い
る
。
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
七
八
年
に
か
け
て
、

我
が
国
に
お
け
る
「
議
題
設
定
機
能
」
を
調
べ
る
た
め
、
実
際
に
行

わ
れ
た
四
つ
の
事
例
研
究
を
検
討
し
な
が
ら
、
報
道
量
と
相
関
を
持

つ
議
題
設
定
が
起
こ
り
う
る
条
件
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
本
論
文
で
い
う
量
的
議
題
設
定
が
起
こ
る
条
件
の
確
認
が
行
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わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
効
果
発
生
ま
で
の
時
間
を
変
数
と
し
て
従
来

の
我
が
国
で
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
情
報
接
触
直

後
よ
り
も
二
週
間
か
ら
三
週
間
経
過
し
た
後
の
方
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

報
道
量
と
受
け
手
の
争
点
重
要
度
認
識
の
相
関
が
高
い
こ
と
が
示
さ

れ
、
我
が
国
で
は
な
か
な
か
検
証
さ
れ
に
く
か
っ
た
議
題
設
定
効
果

機
能
研
究
に
再
度
注
目
し
て
い
る
。

　
第
4
章
「
量
的
報
道
の
評
価
面
へ
の
影
響
力
に
関
す
る
一
考
察
」

で
は
、
情
報
処
理
過
程
の
最
終
局
面
で
、
非
自
律
的
な
情
報
処
理
が

作
動
す
る
こ
と
で
、
報
道
が
態
度
・
評
価
面
に
も
影
響
を
与
え
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
認
知
の
側
面
に
重
点
を
置

い
た
議
題
設
定
機
能
に
対
す
る
批
判
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
調
査
で
は
、
限
定
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
下
で
は
あ
る
が
一
九
九
一
年

二
月
に
行
わ
れ
た
わ
が
国
の
総
選
挙
に
お
い
て
（
1
）
「
関
心
は
高

い
」
が
、
（
2
）
「
情
報
が
主
観
的
に
不
十
分
」
と
感
じ
て
い
た
有
権

者
、
つ
ま
り
、
「
既
存
知
識
が
不
十
分
」
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
有

権
者
の
多
く
が
、
当
時
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
の
中
心
的
論
調
で
あ
っ

た
「
消
費
税
廃
止
」
を
支
持
す
る
傾
向
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
例
で
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
そ
れ
自
体
を
準
拠
集
団

と
し
、
他
者
依
存
的
な
情
報
処
理
が
行
わ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
、
受
け
手
の
属
性
か
ら
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
争
点
に
高
い
関

心
を
も
ち
な
が
ら
も
、
関
連
知
識
の
少
な
い
受
け
手
の
場
合
に
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
依
存
が
起
こ
り
や
す
い
こ
と
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
研

究
は
わ
が
国
で
は
少
な
く
、
実
証
研
究
の
試
み
と
し
て
は
評
価
し
う

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
2
部
「
質
的
議
題
設
定
の
可
能
性
と
後
続
効
果
」
で
は
、
第
－

部
で
提
示
し
た
『
自
律
的
情
報
処
理
ル
ー
ト
』
の
探
索
を
「
影
響
予

測
情
報
」
の
効
果
に
注
目
し
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
、
先
行
研
究

か
ら
「
影
響
予
測
情
報
」
の
効
果
に
つ
い
て
理
論
的
考
察
を
行
い
、

そ
れ
を
自
律
的
情
報
処
理
過
程
に
関
連
付
け
て
、
そ
の
種
の
情
報
が

認
知
後
の
情
報
行
動
以
降
の
「
自
律
的
情
報
処
理
過
程
」
に
ど
の
よ

う
な
貢
献
を
果
た
す
か
に
つ
い
て
実
証
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
著
者
は
「
影
響
予
測
情
報
」
を
、
被
験
者
の
生
活
圏
の
中
で
、
政

策
選
択
後
に
生
ず
る
変
化
を
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
出
来

る
だ
け
具
体
的
に
予
測
す
る
情
報
と
捉
え
る
。
そ
の
一
方
、
「
客
観

断
片
情
報
」
は
、
関
連
す
る
争
点
の
現
状
を
示
す
数
値
等
は
正
確
で

あ
る
が
、
政
策
選
択
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
将
来
変
化

を
具
体
的
に
予
期
し
な
い
情
報
と
捉
え
て
い
る
。

　
情
報
の
質
的
分
類
を
こ
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
た
理
由
は
、

第
5
章
「
先
行
研
究
の
中
で
の
『
影
響
予
測
情
報
』
の
効
果
」
に
お

い
て
説
明
さ
れ
、
「
影
響
予
測
情
報
」
の
情
報
処
理
過
程
へ
の
影
響

度
を
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
か
ら
理
論
的
に
考
察
し
、
そ
の
効
果
調

査
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。
考
察
の
対
象
と
な
っ
た
先
行
研
究
は
、
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情
報
志
向
性
を
争
点
へ
の
自
我
関
与
度
の
レ
ベ
ル
か
ら
み
る
「
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
欲
求
研
究
」
、
短
・
長
期
の
認
知
効
果
に
関
す
る

「
記
憶
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
」
、
情
報
の
態
度
・
評
価
面
へ
の
影
響
を
受

け
手
の
情
報
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
み
る
「
精
緻
化
研
究
」
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
第
5
章
は
本
論
文
の
と
り
わ
け
理
論
面
で
の
中

心
的
位
置
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
詳
し
く
検
討
を
加
え
て

み
た
い
。

　
第
5
章
の
テ
ー
マ
は
、
著
者
の
い
う
”
質
”
的
議
題
設
定
が
な
ぜ

「
影
響
予
測
情
報
」
か
ら
生
ま
れ
や
す
く
、
な
ぜ
著
者
の
い
う
「
自

律
的
情
報
処
理
過
程
」
に
貢
献
し
や
す
い
の
か
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
ず
、
「
質
的
議
題
設
定
」
と
「
影
響
予
測
情
報
」
の
関
係
に
つ
い

て
、
著
者
は
、
「
争
点
と
受
け
手
の
関
わ
り
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
接

触
頻
度
以
上
に
議
題
設
定
機
能
成
立
の
主
要
な
随
伴
条
件
で
あ
る
」

と
い
う
先
行
研
究
に
注
目
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、
イ
ン
フ
レ
の
よ

う
な
争
点
の
性
質
が
受
け
手
に
と
っ
て
直
接
体
験
的
で
「
身
近
」
な

争
点
の
場
合
、
報
道
量
に
関
係
な
く
重
要
度
の
認
識
や
優
先
順
位
が

高
く
設
定
さ
れ
や
す
い
。
逆
に
、
国
際
問
題
の
よ
う
な
争
点
の
性
質

が
間
接
経
験
的
で
「
疎
遠
」
な
争
点
の
場
合
、
受
け
手
は
報
道
量
か

ら
の
影
響
を
受
け
や
す
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
疎
遠
」

な
争
点
で
は
、
自
己
の
生
活
に
対
す
る
影
響
の
予
測
が
不
明
確
な
た

め
、
報
道
の
同
調
圧
力
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
大
き
く
な
る
。
だ
と

す
る
な
ら
ば
、
当
初
「
疎
遠
」
で
あ
る
た
め
に
自
己
の
生
活
に
対
す

る
影
響
の
予
測
が
難
し
い
争
点
で
も
、
そ
れ
が
明
確
に
報
道
さ
れ
る

場
合
に
は
、
受
け
手
は
争
点
設
定
に
関
し
主
体
的
な
選
択
が
し
や
す

く
な
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

　
ま
た
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
欲
求
と
議
題
設
定
機
能
と
の
関
係

か
ら
も
同
じ
よ
う
な
推
測
が
成
り
立
つ
と
著
者
は
考
え
る
。
す
な
わ

ち
、
受
け
手
の
側
で
争
点
設
定
へ
の
確
信
度
が
低
い
状
態
で
は
、
争

点
に
対
す
る
関
心
が
高
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
欲
求
が
事
前
に
高
く
な
れ
ば
高
く
な
る
ほ
ど
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

議
題
設
定
力
も
強
く
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
を
前
提
に

考
え
る
と
、
「
影
響
予
測
情
報
」
は
受
け
手
に
対
し
、
争
点
が
与
え

る
影
響
を
提
示
す
る
こ
と
か
ら
、
当
然
「
自
我
関
与
度
」
を
高
め
る

方
向
に
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

欲
求
の
レ
ベ
ル
が
「
低
い
・
中
間
・
高
い
」
の
ど
の
レ
ベ
ル
か
ら
出

発
し
て
も
、
「
影
響
予
測
情
報
」
は
議
題
設
定
力
を
高
め
る
方
向
に

作
用
し
や
す
い
と
考
え
う
る
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
「
影
響
予
測

情
報
」
は
、
当
初
あ
ま
り
受
け
手
個
人
の
関
心
を
引
か
な
い
よ
う
な

争
点
で
あ
っ
て
も
、
自
己
に
対
す
る
影
響
の
重
要
性
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
受
け
手
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
欲
求
を
高
め
、
争
点
へ
の

主
体
的
選
択
を
促
進
し
や
す
い
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
「
影
響
予
測
情
報
」
の
情
報
「
記
憶
」
促
進
機
能
に
つ
い
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て
著
者
は
考
察
す
る
。
争
点
に
関
す
る
情
報
の
記
憶
は
、
争
点
選
択

の
結
果
を
予
測
す
る
上
で
も
、
ま
た
自
己
判
断
に
確
信
を
高
め
て
い

く
過
程
で
も
、
重
要
な
要
因
と
な
る
と
考
え
る
。
な
お
記
憶
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
は
、
「
反
復
化
記
憶
」
と
「
精
緻
化
記
憶
」
が
あ
る
と
し
、

「
反
復
化
記
憶
」
と
は
情
報
の
項
目
を
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
思

い
起
こ
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
記
憶
の
保
持
を
よ
り

確
か
な
も
の
と
す
る
方
法
と
捉
え
る
。
一
方
、
「
精
緻
化
記
憶
」
と

は
、
新
た
に
入
手
し
た
情
報
を
既
に
保
持
し
て
い
る
知
識
・
情
報
と

意
味
的
に
関
連
づ
け
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
法
と
捉
え
る
。
そ
し
て
、

精
緻
化
記
憶
が
比
較
的
多
量
の
情
報
を
長
期
間
に
わ
た
り
活
性
化
状

態
に
保
つ
の
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
先
行
研
究
を
引
用
し
、

「
影
響
予
測
情
報
」
が
「
精
緻
化
記
憶
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
易
い
構

造
を
も
っ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
。
つ
ま
り
、
「
精
緻
化
記
憶
」
と

は
、
意
味
関
連
づ
け
の
記
憶
方
法
で
あ
り
、
比
較
的
多
量
の
情
報
を

長
期
間
に
わ
た
っ
て
活
性
化
状
態
に
保
つ
こ
と
が
出
来
る
の
は
情
報

の
既
存
知
識
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
の
組
み
込
み
が
意
識
的
に
行
わ
れ
る

た
め
で
あ
る
。
一
方
、
「
反
復
化
記
憶
」
で
は
情
報
を
短
期
間
し
か

活
性
状
態
に
保
て
な
い
の
は
、
情
報
が
他
の
知
識
に
接
続
さ
れ
る
連

想
網
が
形
成
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
情
報
が
他
の
知
識
に
接
続
さ
れ
精
緻
化
記
憶
さ
れ

や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
情
報
自
体
が
、
①
既
存
知
識
と
関
連
づ
け

ら
れ
、
②
原
因
－
結
果
関
係
で
の
構
造
化
を
も
つ
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
情
報
の
持
つ
「
精
緻
化
記
憶
」
を

促
進
す
る
条
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
件
は
「
影
響
予
測
情

報
」
と
関
連
を
持
つ
部
分
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
に
、
「
影
響
予
測
情
報
」
で
は
、
比
較
的
短
時
間
で
の
「
記
憶

設
定
」
が
行
え
る
可
能
性
が
高
く
、
限
定
さ
れ
た
条
件
下
で
も
両
者

間
に
記
憶
の
割
合
に
差
が
出
れ
ば
、
「
影
響
予
測
情
報
」
が
「
精
緻

化
記
憶
」
を
促
進
し
や
す
い
性
質
を
含
ん
で
い
る
こ
と
の
証
明
に
も

な
る
、
と
し
て
い
る
。
一
方
、
「
客
観
断
片
情
報
」
自
体
は
、
受
け

手
側
に
豊
富
な
知
識
が
な
け
れ
ば
、
既
存
知
識
と
直
接
接
続
さ
れ
る

可
能
性
は
相
対
的
に
低
く
、
ま
た
、
原
因
と
結
果
の
関
係
で
も
構
造

化
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
既
存
知
識
の
少
な
い
争
点
に
対
す
る

反
復
頻
度
の
低
い
情
報
提
供
で
は
、
記
憶
の
割
合
は
低
く
な
る
と
、

著
者
は
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
ま
で
の
理
論
的
考
察
は
、
認
知
面
で
の
「
影
響
予
測
情
報
」

の
効
果
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
章
の
最
後
で
は
、
「
影
響
予

測
情
報
」
の
態
度
・
評
価
面
形
成
へ
の
効
果
を
説
明
で
き
る
先
行
研

究
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
先
行
研
究
は
、
「
精
緻
化

見
込
み
モ
デ
ル
（
↓
ぎ
①
『
げ
○
一
讐
δ
o
＝
箒
一
浮
O
o
α
B
o
号
一
）
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
の
「
精
緻
化
」
と
は
、
提
供
さ
れ
た
情
報
の
論
点
や

意
味
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
情
報
の
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精
緻
化
作
用
の
程
度
に
よ
っ
て
、
受
け
手
の
態
度
・
評
価
へ
の
影
響

度
が
異
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
精
緻
化
見
込
み
モ

デ
ル
自
体
は
、
付
与
さ
れ
た
情
報
が
論
点
や
意
味
に
つ
い
て
深
く
考

え
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
時
に
、
受
け
手
の
態
度
・
評
価
面
に
深

い
影
響
を
も
た
ら
し
や
す
い
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
あ
り
、
精
緻

化
過
程
は
受
け
手
の
能
力
や
動
機
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
従
っ
て
、
著
者
の
指
摘
が
適
切
か
否
か
は
、
「
影
響
予
測
情
報
」

が
「
争
点
へ
の
関
与
度
」
を
高
め
「
深
く
考
え
さ
せ
る
（
精
緻
化
す

る
）
」
過
程
に
貢
献
す
る
か
否
か
と
い
う
点
に
収
敏
す
る
。
そ
こ
で

著
者
は
、
こ
の
過
程
の
検
証
方
法
に
つ
い
て
の
手
法
を
提
示
す
る
。

精
緻
化
の
過
程
が
受
け
手
に
よ
る
争
点
へ
の
「
自
我
関
与
度
を
増
加

さ
せ
て
い
る
」
過
程
と
考
え
る
な
ら
ば
、
受
け
手
は
通
常
、
よ
り
確

か
な
情
報
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
、
情
報
と
の
第
一
次
接
触
の
後
、

①
新
し
い
情
報
の
摂
取
、
②
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

す
る
動
機
付
け
を
高
め
て
い
れ
ば
「
精
緻
化
」
が
開
始
さ
れ
る
、
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
論
じ
た
後
、
著
者
は
具

体
的
な
測
定
を
行
う
。

　
第
6
章
「
調
査
研
究
か
ら
み
た
『
影
響
予
測
情
報
』
の
影
響
度
」

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
情
報
内
容
に
注
目
し
、
「
影
響
予

測
情
報
」
と
「
客
観
断
片
情
報
」
が
も
た
ら
す
情
報
処
理
過
程
へ
の

影
響
を
、
実
験
室
調
査
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
四
つ

の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
具
体
的
に
は
「
自
衛
隊
の
P
K
O
派
遣
の
是

非
」
な
ど
の
争
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら

は
、
「
影
響
予
測
情
報
」
の
方
が
「
客
観
断
片
情
報
」
よ
り
も
、
受

け
手
の
欲
求
を
刺
激
し
、
争
点
関
心
喚
起
や
会
話
喚
起
・
新
情
報
志

向
を
高
め
る
何
ら
か
の
作
用
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
引
き
出
さ
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
「
影
響
予
測
情
報
」
の
方
が
、
受
け
手
の
情
報
志

向
性
を
高
め
、
集
団
内
の
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
は
、
議
題
設
定
効
果
が
認
知
面

を
超
え
て
作
用
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
第
7
章
「
第
四
一
回
衆
議
院
総
選
挙
公
示
期
間
に
お
け
る
新
聞
報

道
の
内
容
分
析
」
で
は
、
第
四
一
回
衆
議
院
総
選
挙
を
対
象
に
、
我

が
国
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
の
新
聞
報
道
の
内
容
分
析
の
結
果
が

示
さ
れ
て
い
る
。
朝
日
・
読
売
両
紙
を
対
象
に
、
各
党
の
政
策
に
関

す
る
記
述
を
紙
面
か
ら
抽
出
し
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

両
紙
と
も
圧
倒
的
に
「
客
観
断
片
情
報
」
が
多
い
と
い
う
結
果
を
得

て
い
る
。
「
客
観
断
片
情
報
」
だ
け
で
は
受
け
手
の
争
点
へ
の
主
体

的
な
接
近
を
促
進
し
に
く
い
と
い
う
前
章
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
調
査
結
果
は
、
今
後
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報

道
を
考
え
る
時
の
課
題
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
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最
後
に
、
終
章
「
世
論
の
層
化
現
象
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
政
治
参

加
促
進
機
能
」
で
著
者
は
、
前
章
ま
で
の
知
見
の
整
理
を
行
い
、
今

後
の
研
究
課
題
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
有
権
者
の
層
化
モ

デ
ル
を
参
照
し
な
が
ら
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
情
報
に
接
触
し
た
後
、
①

互
恵
的
に
相
互
に
発
言
す
る
人
々
、
②
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
か
ら

一
方
的
に
情
報
を
受
け
取
る
人
々
、
③
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
交
流
は

な
く
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
自
体
を
準
拠
集
団
と
す
る
人
々
、
さ
ら
に
④

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
非
接
触
者
、
と
い
う
分
類
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

い
く
つ
か
の
調
査
に
依
拠
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
言
う
③
に
属
す
る
有

権
者
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
原
因
を
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
報
道
に
求
め
、
そ
れ
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
対
す
る
批
判
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
る
。

3
　
本
論
文
の
評
価

　
こ
れ
ま
で
の
要
約
を
踏
ま
え
、
以
下
、
本
論
文
の
評
価
を
行
う
。

　
第
一
に
、
本
論
文
が
議
題
設
定
仮
説
を
独
自
の
視
点
か
ら
検
討
し
、

そ
の
深
化
を
試
み
て
い
る
点
は
、
高
く
評
価
で
き
る
。
議
題
設
定
仮

説
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
経
験
的
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
論
の
中
で
は
ま
さ
に
中
心
に
位
置
し
て
き
た
仮
説
・
モ
デ
ル
で
あ

る
が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
一
部
の
研
究
を
除
い
て
は
、
経
験
的
な

調
査
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
蓄
積
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
議
題
設
定
研
究

を
含
む
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
み
な
ら
ず
、
政
治
心
理

学
や
社
会
心
理
学
な
ど
の
先
行
研
究
を
積
極
的
に
摂
取
し
、
こ
の
研

究
領
域
に
果
敢
に
挑
ん
だ
著
者
の
研
究
姿
勢
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　
そ
の
点
と
関
連
し
て
、
第
二
に
、
著
者
が
い
く
つ
か
の
興
味
深
い

仮
説
や
概
念
を
案
出
し
、
ま
た
当
該
領
域
で
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
先
行
研
究
を
巧
み
に
自
ら
の
理
論
枠
組
み
に
導
入

し
た
成
果
は
貴
重
な
も
の
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
例

え
ば
、
議
題
設
定
を
「
質
的
」
「
量
的
」
に
区
分
し
た
こ
と
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
政
治
情
報
を
「
影
響
予
測
情
報
」
と
「
客
観
断
片
情

報
」
に
区
分
し
た
こ
と
、
「
精
緻
化
見
込
モ
デ
ル
」
を
援
用
し
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
先
行
研
究
を
十
分
踏
ま
え
な

が
ら
も
、
独
自
に
「
情
報
処
理
過
程
モ
デ
ル
」
を
提
示
し
、
し
か
も

そ
の
図
式
化
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
、
著
者
の
着
眼
点
の
鋭
さ
と
力
量

は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
た
ん
に
独
創
的
な
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
の
み
な
ら
ず
、

自
ら
調
査
を
実
施
し
、
あ
る
い
は
既
存
の
調
査
を
体
系
的
に
整
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
検
証
を
試
み
た
点
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
欧
米
の

理
論
動
向
の
紹
介
に
と
ど
ま
る
論
文
が
い
ま
だ
に
数
多
く
発
表
さ
れ

て
い
る
現
状
を
鑑
み
る
と
、
実
証
研
究
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
著

者
の
研
究
姿
勢
、
お
よ
び
そ
の
デ
ー
タ
を
自
ら
が
提
示
し
た
仮
説
・

モ
デ
ル
と
突
き
合
わ
せ
る
検
証
作
業
を
行
っ
た
点
は
、
後
に
述
べ
る
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よ
う
な
不
十
分
さ
は
あ
る
も
の
の
、
一
定
度
の
評
価
は
与
え
ら
れ
る

べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　
第
四
に
、
昨
今
の
学
界
の
傾
向
や
動
向
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
本

論
文
の
価
値
が
一
層
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
一
九

八
○
年
代
以
降
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
領
域
で
は
、

い
わ
ゆ
る
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
を
受
け
た
、
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
象
徴
さ
れ
る
批
判
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
が
多
く
の
関
心
を
呼
び
、
欧
米
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
日
本

の
研
究
者
、
と
く
に
中
堅
・
若
手
研
究
者
は
研
究
の
軸
を
そ
の
方
向

へ
と
移
行
さ
せ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
自
体
は
決
し
て
批
判
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
既
存
の

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
を
十
分
吟
味
せ
ず
、
そ
の
方
向

へ
と
向
か
う
風
潮
が
皆
無
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
著
者
は
、

そ
う
し
た
研
究
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
あ
え
て
経
験
的
か
つ
実
証

的
な
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
踏
み
と
ど
ま
り
、
こ
の

領
域
の
中
で
様
々
な
モ
デ
ル
構
築
を
行
っ
た
こ
と
は
、
研
究
に
対
す

る
著
者
の
一
貫
し
た
姿
勢
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
、
お
よ
び
著
者
の
研
究
姿
勢
に
対
し
て

は
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
論
文
の
問
題
点
、

あ
る
い
は
今
後
の
研
究
課
題
も
い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
、
本
論
文
で
提
示
さ
れ
た
モ
デ
ル
・
仮
説
が
、
マ
ス
メ
デ

イ
ア
効
果
論
全
体
の
中
で
い
か
な
る
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
、
や

や
不
明
確
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
論
、
な
か
で
も
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
け
る
議
題

設
定
機
能
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
考
察
す
る
べ
き
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
議
題
設
定
仮
説
に
対
し
て
す
で
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
よ
り
専
門
的
観
点
か
ら
の
批
判
や
修
正
を
再
整
理
し
、
そ

の
う
え
で
自
ら
の
独
自
の
モ
デ
ル
・
仮
説
を
提
示
す
る
と
い
う
構
成

が
と
ら
れ
た
な
ら
ば
、
本
論
文
の
学
術
的
意
義
は
よ
り
高
い
も
の
に

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
以
上
と
関
連
し
て
、
著
者
が
今
こ
の
時
点
で
、
本
論
文
を

世
に
問
う
こ
と
の
意
義
を
よ
り
明
確
に
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。

確
か
に
、
本
論
文
の
中
で
も
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現

状
に
つ
い
て
の
問
題
解
決
志
向
型
の
記
述
も
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
著
者
が
経
験
的
か
つ
実
証
的
な
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
研
究
を
志
す
以
上
、
批
判
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
の

安
易
な
対
話
を
志
向
す
る
こ
と
な
く
、
そ
こ
で
活
発
に
行
わ
れ
て
き

た
実
証
的
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
批
判
に
対
す
る
再
批

判
の
コ
メ
ン
ト
が
、
本
論
文
の
中
で
よ
り
明
確
な
形
で
述
べ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
思
い
は
拭
え
な
い
。

　
第
三
は
、
本
論
文
の
実
証
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
論
文
で
提

示
さ
れ
た
モ
デ
ル
・
仮
説
が
、
著
者
自
身
が
実
施
し
た
調
査
や
既
存
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調
査
の
整
理
を
通
じ
て
、
十
分
に
裏
付
け
ら
れ
た
と
評
価
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
原
因
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
心

理
学
の
理
論
・
モ
デ
ル
や
調
査
手
法
に
過
度
に
依
存
し
、
ま
た
実
験

室
調
査
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
調
査
に
対
す
る

様
々
な
現
実
的
な
制
約
を
考
え
る
と
、
こ
の
点
を
批
判
す
る
こ
と
は

著
者
に
対
し
て
苛
酷
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
今
後
の
研
究
課
題
と
し

て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
以
上
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
は
指
摘
で
き
る
も
の
の
、
本
研
究
は
、

小
川
恒
夫
君
が
長
年
に
わ
た
り
、
地
道
な
研
究
を
行
っ
て
き
た
貴
重

な
研
究
成
果
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
研
究
成
果
は
マ
ス
・
コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
学
会

の
み
な
ら
ず
、
政
治
学
、
社
会
学
の
領
域
に
お
い
て
も
、
そ
の
発
展

に
多
大
に
寄
写
す
る
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　
よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
小
川
恒
夫
君
に
博
士
（
法
学
、
慶
磨
義

塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
次

第
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
三
月
四
日

主
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

霜
野
　
壽
亮

副
査

副
査

副
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
社
会
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

関
根
　
政
美

小
林
　
良
彰

大
石
　
　
裕
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